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１．はじめに 

平成17年８月から始まった、瀬戸市議会の活性化に関する取り組

みも４期目を迎えた。 

これまでは、協議の途中となってしまったもの、あるいは、時間

的制約の中で協議できなかったものを前議長から引き継ぎ、それに

新たな項目を加える形で活性化に取り組んできたが、今期は、一度

原点に戻り、各会派に検討項目の抽出を依頼した。その結果、各会

派から合わせて17の活性化項目が出されたが、これまでの活性化協

議のようにすべての項目を一度に協議していくのではなく、特に強

い思いのあった３項目に絞ってまず検討していくこととした。 

本書は、新たな形で取り組んだ４期目の議会活性化検討結果をま

とめたものである。 

 

２．経緯 

 平成20年７月１日の各派代表者会において、今期の議会活性化の

取り組みについて提案し、一度原点に戻り、各会派に検討項目の抽

出を依頼した。 

 各会派は、それぞれ活性化項目を抽出し、７月18日の各派代表者

会で報告されたが、その数は、合わせて17項目となった。 

 その中から、①一般質問のあり方、②政務調査費について、③議

会だより編集委員会の設置、以上３項目について協議を進め、残る
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項目については、この３項目についてある程度議論のめどがたって

から取り上げていくとした。 

 その後、３項目について積極的に議論がなされ、まず、「議会だよ

り編集委員会の設置について」は、設置していくことで協議がまと

まり、編集委員会の位置付け、委員数など詳細については議会運営

委員会で協議してもらうよう依頼した。 

 残る２項目については、定例会の合間をぬって、時間の許す限り

協議を行ったが、各会派の意見がまとまらず、「政務調査費について」

は議論を終了した。また、「一般質問のあり方について」は、市民に

わかりやすい一般質問の方法で行っていくことについては一致でき

たが、その方法については議論の半ばであり、最終的に次へ引き継

ぐこととした。 

 なお、議会活性化検討項目として取り上げた①～③の３項目につ

いての議論が長引いたため、各会派から抽出された残る14項目につ

いては未協議となり、次期以降引き継いでいくこととした。 

 

３．まとめ 

議会活性化の協議も４期目を迎え、より難度の高い項目に取り組

むことになった。このような難度の高い項目に取り組むにあたって、

我々28人の議員は、「どうすれば瀬戸市議会が活性化されるのか。」

「どうすれば市民に開かれた議会となるのか」を最優先課題とし、
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積極的に議論を重ねてきた。 

しかしながら、時間的制約もあり、「編集委員会の設置」以外、思

うような結果が出せなかったことは誠に残念である。 

各会派から抽出されて協議できなかった項目、検討項目として取

り上げたが意見の一致をみることができなかった項目については、

次の活性化検討協議で結果が出せることを切に願って、今期のまと

めとする。 


